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1. はじめに 近年のパソコンや携帯電話の普及により、ネットワークを用いた情報の共有・連携は今や日常的にな

りつつある。建設分野においては、建設CALS／ECの中心的テーマに情報の電子化と共有が挙げられており、CAD

図面など工程情報の電子化が進んでいる。一方、工事の複雑化・多様化から、工程管理には多大な労力と時間を必要

とし、工程調整や工法変更などには、関係者間の意見交換と合意形成が必要不可欠である。これまで著者らは、工程

管理支援のひとつとして、工程可視化システムを提案し 1) 、インタ

ーネットを用いた施工支援を目的とした CG-CICCの研究を行って

いる 2)。本研究では、情報化やネットワーク化と言った建設業界の

変化を踏まえ、より現場のニーズに促したシステムとして合意形成

型最適工程可視化システム (4D-CICC)を提案する(図-1)。また、米

国スタンフォード大学の4D-CAD研究 3)の調査結果を基に、本シス

テムの位置付け、方向性について検討し、具体的な定義付けを行う。 

2. 4D-CICCの提案 一般に、工程管理での問題点として、工程計

画の立案に際し考慮しなければならない条件が膨大で、その多くを

過去のデータや立案者の経験だけに頼って行われてきたことが挙げられる。また、工程表からは、2次元の図面しか

得られず、作業スペースや機材の搬入出経路の確保など、施工前に具体的な現場状況が把握しにくいという点がある。

著者らは、工程情報の 3次元可視化を目的とした工程可視化システムの提案、実証実験を行った。その結果、①クラ

イアント側に最新の工程データファイルをおいておく必要がある、②現場の意見が即座に反映されずリアルタイム性

が欠如している、と言った 2つの反省点が明らかとなった。 

一方、4D-CAD研究は、コンピュータ内の 3D-CADモデルに時間軸(4D)を設定し、施工手順をCGアニメーショ

ンとすることで、工程を立案、評価するというものである。工程立案に際し、諸条件を数値化、数的最適値を求める

ことで工程表を自動的に作成することができる。 

本研究では、既往システムの反省を基に、数的最適解のみに依らず、Communicator-Blockを導入することで、よ

り現場のニーズを反映させた工程計画立案のためのシステムとして合意形成型最適工程可視化システム(4D-CICC)を

提案する。これにより、施工前に任意の視点から現場状況を把握し、関係者間での意見交換と合意形成が可能となる。

つまり、工程の数的最適値だけではなく、自然条件や現場の進捗状況などを考慮した工程立案及び工程管理が必要で

あり、そのためには、現場からの意見が即座に反映できるシステムの存在が必要不可欠である。 

3. システム構成 

3.1 特徴的要素 (1)Virtual Model(VM)による時空間共有システム：既存研究の VM を利用し、可視化を行う 4)。

VMとは、建設プロジェクトをコンピュータ内に模型として表現し、プロジェクトに関する情報を電子的に統合した

ものである。ここでは、工程表の工程データを統合し、各工程段階に応じたVMをコンピュータ内に表現する。 

(2)ネットワークによる非同期分散型情報共有システム：上記①を改善すべく、ウェブ上でデータを全て共有する。 

(3)Communicator-Block導入の提案：遠隔地の関係者でも工程に関する議論が活発に行える場を提供する。 

(4)現場とのコミュニケーション機能を重視：上記②を改善すべく、現場の進捗状況に対応した最適工程を立案する。 

(5)工程可視化システムを拡張：Optimizer-BlockとVisualizer-Blockに、Communicator-Blockを付加する(図-2)。 
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図-1 4D-CICC研究の背景 

-400- 土木学会第56回年次学術講演会（平成13年10月）

VI-200



3.2 Blockの要件 (1)Optimizer- BlockとVisualizer-Block：

図-3に示すように、VMを構成する全てのモデルは、着工から

竣工までの時間 (横軸)と完成度 (縦軸)を考慮し、4つの属性に

分類できる。各モデルが工程表に現れる期間は、テンプレート

の傾きのある部分(上り下り両方)であり、VM 空間に存在する

期間は、テンプレートの完成度が１の部分と傾きの下りの部分

である。このように、それぞれのモデルのデータ構造をパター

ン別に分析することで、各Blockでのモデルの取り扱いや工程

表から可視化を行う際のプログラムの作成などが容易になる。 

(2)Communicator-Block：この Blockは CG-CICC研究から、

ウェブ上で掲示板を用いることで十分実現可能である。つまり、

現場の進捗状況などに応じて、掲示板上で関係者同志が納得で

きる工程計画を行なった結果、合意形成ができる。 

3.3 システムの構築手順 従来のプロジェクト

において利用される模型を考えてもわかるように

プロジェクトの全体像を把握するため、①

Visualizer-BlockのVM作成から始めることが有

効である。次に、そのプロジェクトを進めるため

の 手 順 や 期 間 な ど を 考 慮 す る た め ②

Optimizer-Block の工程表を作成し、その工程デ

ータをVMと統合する。最後に本研究で導入を提

案した③Communicator-Blockであるプロジェク

ト関係者の意見交換の場を構築するといった手順

(図-4)を採ることで、プロジェクト全体の過程に

おいて無駄のないスムースなシステム構築が可能

であると考える。このようにシステム内の各Block構築の流れは上述のシス

テムフローと逆であるが、本研究で提案する4D-CICCは３Blockの構築後、

初めてシステム全体として機能しだすものである。 

4. おわりに 本研究では、建設 CALS／EC の電子情報化、ネットワーク

の普及を踏まえ、より現場のニーズに対応した工程管理支援を目的とした合

意形成型最適工程可視化システム (4D-CICC)を行った。さらに、4D-CAD

研究の調査を行うことで、本システムの方向性を明らかにした。提案に当た

り、Visualizer-Blockで用いられる構成モデルを 4つの属性に分類し、テン

プレートを考慮することで、工程表から可視化を行う際のプログラミングの

足がかりを作成できたと考える。現在、システムの構築段階に入っており、①Visualizer-Blockの作成を行っている。

今後、テンプレートを考慮した上で②Optimizer-Blockを作成し、最終的に③Communicator-Blockを導入すること

でシステム全体として完成することができると考えている。 
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図-2  システム概要図 
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図-4  システムの構築手順 

-401- 土木学会第56回年次学術講演会（平成13年10月）

VI-200


